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「近代主義と基督教」全集 30 1927 年 10 月 
「近代人」全集 20 1914 年１月 
「近代人気質二つ」全集 31 1928 年 9 月 
「近代人と基督信者」全集 29 1925 年 2 月 
「近代人に就いて The Modern Man」全集 28 1924 年 2 月 
「近代人の愛と基督信者の愛」全集 29 1925 年 5 月 
「近代人の神」全集 29 1925 年 1 月 
「近代人の基督教（現代思想と基督教）」全集 30 1927 年 7 月 
「近代人の聖書観」全集 25 1920 年 11 月 
「近代に於ける科学的思想の変遷」全集 17 1910 年 1 月 
「近代の基督教 Modern Christianity」全集 29 1925 年 9 月 
続いてはタイトルに「現代」を含む文章である。 
「現代思想と基督教」全集 30 1927 年 7 月（上記「近代人の基督教」を内に含む） 
「現代主義とアメリカ主義 Modernism and Americanism」全集 29 1925 年 3 月 
「現代神学に就いて Modern Theology」全集 28 1924 年 3 月 
「現代日本人の宗教熱」全集 27 1922 年 3 月 
さらにタイトルに「近世」を含む 4篇の文章がある。 
「近世の偶像」全集 16 1908 年 12 月 
「近世の聖書研究」全集 15 1908 年 4 月 
「近世の二名士」全集 15 1908 年 2 月 
「近世婦人の要求」全集 14 1906 年 9 月 





注目すべきは「近代人に就いて The Modern Man」「近代の基督教 Modern Christianity」と





























一方 1908 年 2 月の「近世の二名士」3では、キリスト教批判者ヴィヴィアンとキルケゴールが
「近世の二名士」として挙げられる。1855 年にキルケゴールが没してから 50 年あまりしか経っ
ていない時期に書かれた文章であるから、ここでの「近世」は広い意味での「最近」という意
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           




2 内村「近世婦人の要求」、1906、『全集 14』、271- ページ。 
































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
4 内村「近世の聖書研究」1908、『全集 15』、430 ページ。 






1910 年（全集 17）：１篇、1914 年（全集 20）：１篇、1920 年（全集 25）：１篇、1924 年（全
集 28）：１篇、1925 年（全集 29）：４篇、1927 年（全集 30）：２篇、1928 年（全集 31）：１
篇 
「現代」も同様に確認すると、1922 年（全集 27）、1924 年（全集 28）、1925 年（全集 29）、
1927 年（全集 30）各々一篇ずつ、となる。 
これらを見ると、全集 28 から 31 にかけての時期、すなわち 1924 年から 28 年にかけての時
期に比較的「近代」「現代」について扱ったものが多いことが特徴として挙げられよう。一方
先程検討した「近世」は、すべて全集 14－16 の時期に含まれる用例である。1924 年から 28 年

























































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           






























                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
7 内村「近代人の聖書観」、1920、『全集 25』、584-5 ページ。 
8 内村「近代人に就て」、1924、『全集 28』、128-9 ページ。 
































                                                                                                                                                                           
10 内村「近代人と基督信者」、1925、『全集 29』、72 ページ。 
11 内村「現代日本人の宗教熱」、1922、『全集 27』、130-131 ページ。 

































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
13 同前、444 ページ。 


































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
16 内村「Modern Theology 現代神学に就て」、1924、『全集 28』、164 ページ。 


































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           






の回心体験があり、そして過去 1900 年のキリスト者の歴史がある。 
また一方、人間の手によって人間を変えようとする試みは、事実としても上手くいっている
とはいえないと内村は指摘する。実際に多くの社会問題や、あるいは環境問題が自己中心性、
人間中心性により生じているからである。そうではなく、内村によれば、神と共にあることが
ひいては他とともにあることを意識することに繋がり、他者や環境への感謝を抱いた生き方へ
と通じる、ということになるのである。 
ここまで確認してくれば、以上のような内村の主張は、決して過去のものではなく、現代に
おいても重要な示唆を含むものであることを理解できるのではないだろうか。周囲の人間に対
する無関心や自然環境の悪化など、これらの問題の多くは、現代の我々が直面している課題で
もあるからである。現代の日本の状況にキリスト教がいかなる貢献ができるか、という問題を
考えるとき、内村の取り組みは手がかりとなりうるものであろう。 
 
 
（いわの・ゆうすけ 神戸松蔭女子学院大学非常勤講師） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
47 
キリスト教と近代化の諸相 
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